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1  は  し め に

米の食味関連成分である窒素及びアミロースの含量の栽
培条件による変動を解明するためには気象条件の影響を明
らかにする必要がある。そこで圃場において栽培された水
稲についてこれらの成分の年次変動と登熟期間中の気象条
件の関係を調べた。

2試 験 方 法

東北農試水田利用部内の試験圃場において異なる施肥管
理下で栽培された水稲の,成熟期の自米アミロース及び玄
米窒素含量の年次変動を追跡 し,気象条件との関係を解析
した。気象データはアメダスデータを用い出穂後20,30日
間の気温および日照時間との関係を解析した。窒素の定量
はケルダール法により行い,ま たアミロースの定量法は」
uliano法 に準 じ,太口試験官を用いて行った。 1989～ 92

年の4年間については奥羽316号 とあきたこまちについて

(調査 1).ま た異常低温年であった1993年 の変動について

は三要素試験区のキヨニシキについて (調査 2)解析した。
それぞれの施肥管理は以下の通りである。
調査 1:1989～ 92年 :奥羽316号 :無肥料区,N6kg/10a
区 (P,05,K20各 6 kg/10a),厩 肥36t/10a(1973年 よ

り連用)あ きたこまち :N6■ 2 kg/10a区 (P20,8 kg,
K,06+2 kg/10a)
調査 2;1989,90,92,93年 :キ ヨニシキ ;三要素区,無
加里区,無 リン酸区,無窒素区,無肥料区 (1968年試験開
始)N,K20各 6+2 kg(1989年 は8+0)/10a,P2
068眩/10a

3試 験 結 果

(D 気象条件
1989～93年の 4年間のほぼ登熟期間に当たる8月 11日～

8月 31日 ,8月 11日～9月 10日 の気温と日照時間の年次変
動を図 1.2に示す。1993年 は最高気温と日照時間が極端
に低く異常気象年となった。この1993年を除く4年間のう
ち1990年 と1992年 は最低気温が高いことにより,平均気温

図2 登熟期間の日照時間の変動
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図 1 登熟期間の気温の年次変動
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図4 玄米N含量の年次変動図3 自米アミロース含量の年次変動
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図 5 自米アミロース含量と出穂後20日 間の最低気温の関係

表 1 1989～93年の自米アミロース及び玄米窒素含量

18      19      2o      21      22

気 温 (℃ 〉

玄米N含量と出穂後20日 間の最低気温の関係

処理区
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114
114
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％^
〉

無加里区
無リン酸区
無窒素区

表 2 1993年における気温1℃当りの自米アミロース含量の変化

注 *:1993年 と1989,90,92の 3年間の平均値との差

が高かった。また日照時間の長い19飩年 1ま馴陵気温力堆い っヽ
た。
8)1989～ 92年の年次変動 (調査 1)
1989～92年の4年間の自米アミロース含量 (図 3)及び

玄米窒素含量 (図 4)の年次変動には処理区間や品種間差

iS:貫』::骨呈fI:::管 [lilil:誉 曇募』
中の気象条件の影響を明らかにするために出穂後20及び30
日間の平均・最高・最低気温,日 照時間との関係を調べた。
その結果.出穂期20日 間の最低気温との関係が深 く負の相
関が認められた (図 5)。 年次数は4年のみであるが相関
の低い厩肥区を除いた各処理区で最低気温の上昇 1℃当た
り
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高・最低気温,日照時間との関係を調べた結果,出穂後20
日間の最低気温の上昇 1℃ 当たりの窒素含量の増加を求め
ると,0036～ 0089%と なる。成熟期の籾への窒素の転流
率 (籾の窒素吸収量/総窒素吸収量)が窒素含量の低かっ
た1991年 に低いことから,最低気温の低い年に窒素含量が
低下する原因は,吸収された窒素の籾への転流が低下する
ことによると考えられた (図 7)。 低温下では炭水化物の
転流・集積も低下すると考えられるが,窒素の転流の低下
がより大きかったといえる。

年 次

図 7 Nの籾への転流率 (籾のN吸収量/総 N吸収量)

13)低温年1933年の変化 (調査 2)
三要素試験区のキヨニシキの1989～93年のアミロース含

量及び窒素含量の変動を表 1に示す。アミロース含量は異
常低温年である1993年 において他の 3カ 年に比べ全処理区
で著しく上昇 していた。1993年 は低温と少照のため出穂が
約 2週間遅れ,登熟期間中の気温は平均・最高・ 最低 とも
平年より約 3℃以上低かった。ァミロースに最も影響する
と考えられた出穂後20日 間の最低気温について 1℃ の低下
当たりのアミロースの上昇率を1989,90,92年 の 3年間の
平均と1993年の差から求めると,三要素区で054%と なる
(表 2)。 また,平均・最高気温でもはぼ同様の変化となる。
この上昇率は,品種が異なることを考慮 しても前出の1989

1::軍垢場客皐岩号資喜島僣お底李 ittLふ ?距冤伝ヒL
えられた。一方窒素含量には明らかな変化は認められなかっ
′こ。
以上より,ア ミロース含量,窒素含量の変動には気温が

影響 し,特に最低気温の影響が大きいといえる。高温かつ
多照の場合には登熟の促進により窒素含量の気温に対する
変化も異なることが予想されるが,本試験にはこのような
年が含まれていなかったため,気温と日照の相互作用につ
いてはさらに検討を要すると思われる。

4 ま と め

0)ア ミロース含量は登熟期間の気象条件のうち出穂後
20日 間の最低気温が最も影響すると考えられた。また最低
気温 1℃ の低下に対するアミロースの上昇率は最高気温も
低下した場合にはさらに増大すると考えられた。
② 窒素含量は最低気温が低い場合に低下した。この原

因の一つに籾への窒素の転流率の低下が考えられた。
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